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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

握力、50 メートル走、20 メートルシャトルラ 

ン、ソフトボール投げ 

○全国平均より下回った種目 

上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、 
男子、女子ともに、筋力、走力が全国平均より高い 

が、筋持久力、柔軟性、俊敏性、瞬発力に課題がある。 

文部科学省の「我が国の子どもの体力の現状」

では、現代の小学生は「柔軟性」や「投げる力

（瞬発力）」に加え、スマートフォンの普及や

外遊びの減少により「全身持久力」の低下も指

摘されている。本校も同様な課題がある。 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

握力、50 メートル走 
〇全国平均より下回った種目 

上体起こし、長座体前屈、20 メートルシャトルラン、

立ち幅跳び、ソフトボール投げ、 

 「運動やスポーツをすることに関心がある」

と答えた割合男子 73.3％（全国 65.2%）、女子

50.9％（全国 47.2%） 

「どんなときに体育の授業が楽しいと感じるか」の

質問に「できなかったことができるようになったと

き」と答えた子男子 85.7%（全国 82.6%）、女子 83.9%

（全国 81.5%） 

「運動をすることに関心がある」と答えた児童が、男女ともに

全国平均を上回っていることから、本校児童が意欲的に運動に

取り組んでいることがわかる。また、体育の授業でできなかっ

たことができるようになったとき、楽しいと考える子が多い。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 ・ ・「ほけんだより」「学校だより」「学校説明会」「懇談会」等を通じて、児童の健康状態や健康づくりの重要性について家庭と共有する。 

  ・コミュニティースクールの取組として、新琴似西小と新琴似北中学校と子どもの運動について、課題や課題解決に向けた取組を共有する。 

  ・ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りに向け、保護者、地域の方が児童の運動を指導する取組を少しずつ増やしていく。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との  

連携・協働 

子どもが運動の楽しさに触れられる

「課題探究的な学習」の推進 
・試行錯誤の積み重ね 

・運動量の確保 

いつでも、簡単に、いつまでも 

 リズムジャンプ なわとび 

 体つくり運動 ストレッチ etc. 

待ち時間の少ない場の工夫 

・体育と保健を関連付けた取組の推進 

・「できないことができた!」につな

がる ICTの活用 

自分を知ることで運動への関心を

高める取組の推進 
・スポーツテストの活用 

・現状や課題をとらえる記録化 

 

 

 

 

各教科等の内容を関連付けた健康教育の

推進 
・年間を見通した計画 

・発達段階に応じた性に関する指導 

・食に関する指導の充実 

・健康保持の大切さへの意識向上を図る取組 
 

外部講師の活用など家庭・地域との連携 
・エスポラーダ北海道出前授業の実施 

・PTA一家庭一活動によるスキー学習の補助 

・あすチャレ！スクールへの参加 

・歯科衛生士による歯磨き指導の実施 

・雪かきチョボラ・雪遊びチャレンジによ

る冬季の体力づくりの推奨 

 

 

運動の機会の充実を図る環境整備の

推進 

三間（仲間、時間、空間）の創出によ

り運動機会の充実を図る取組 

・グラウンドや体育館に加え、特別教室

など学校施設の効果的な活用 

・学年学級づくりと関連させた休み時間

の過ごし方の工夫 

 

子どもによる運動機会を創出する取

組の立案・実現 
・学級会や係活動の取組、児童委員会で

の自主的、主体的な取組といった自治

的な活動と関連付ける。 

 

 

 

 


